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実践におけるアイデアの収束と選択 

～いくつかの試みと考察～ 

 
久永 滋（株式会社デンソー） 

 

概要   

当社では2003年よりＴＲＩＺの導入を始め、現在まで社内でのＴＲＩＺ活用を推進してきている。

そこでは、社内の希望者が社内推進者とともに実際の業務にＴＲＩＺを適用して開発を推し進める、

実践を中心に行っている。企業である以上当然その実践に対しては成果が求められる。 

ＴＲＩＺ活用の成果とは何か？ 多くの場合「良いアイデアが得られれば」成功とされ、また「数

多くのアイデアが得られた」場合でも成功とされる。しかし、ＴＲＩＺを活用する本来の目的は、

問題を解決したり、製品開発を次のステージへ推し進めることである。その本来の目的から見ると、

「アイデアが得られた」だけでは道半ばに思える。 

そうした問題意識から、アイデア出しの後の工程として「アイデアの収束と選択」についていろ

いろな方法を試み、より明確な成果を出そうと求めてきたつもりである。しかし、活かされること

なくボツとなるアイデアの数を思うとき、またアイデアがあってもなお明確な開発方向が見出だせ

ないとき、「アイデアの収束と選択」についてはまだまだ正しい方法が得られていないと思わざるを

得ない。 

十数年間のＴＲＩＺ実践活動の中で行ってきた、「いかにアイデアを収束するか」、「どのアイデ

アを選択すべきか」に対するいくつかの試みを整理し、どうあるべきかの考察を加える。 
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４-２. 成案方式

成案づくり
（アイデア収束）

アイデア結合を
目的としない

選択したアイデア
ねじ込み一方向組み付け

アイデア結合を目的とせず、成案づくりを標準方法に

全体像を描く ・収納チェック
・不足部品を描く

ポイント部を立体的に描く
・必要な工夫を足していく

成案︓断片的なアイデアを成立した案にレベルアップ

成案１︓〇〇案 選択アイデア︓No.XX 作成︓□□

選択したアイデアを
成立させることに知恵を絞る
※無理にアイデア結合 を考えない

 

４-３. ポートフォリオ方式と選択判断線

アイデア選択を戦略的に行うため、ポートフォリオ方式を試行
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アイデア選択
判断線を入れる

※アイデア選択の戦略を
判断線で示す

※常識的なアイデアでも効果が
期待できるものは選択 3

※新しいアイデアのリスクを考え
効果大だけを選択 2

新しい

アイデアレビュー

全てのアイデアを
ポートフォリオ配置

ポートフォリオ
（アイデア収束）

アイデア選択を
戦略的に

選択判断線
（アイデア選択）
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